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一般演題　B

核医学　9巻4号（］972）

測　定　法　A（情報処理）　（15～30）

15．心拍連動シンチカメラによる左心室機能の

　　分析

きた．これらの値はいままでAngiocardiographyによ

り得られている値とよく一致した．
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〔目的〕　左室拡張期末容積（EDV）と収縮期末容積

（ESV），およびこれより計算される駆出率（EF），一一一回

拍出量（SV）は心機能評価の最も電要なパラメーター

の一つであるが，現在この値を求めるには左心カテーテ

ルあるいは左心造影を必要とし，重症時および頻回測定

には適しない．この点を補う方法としては体外計測法が

最も望ましく，今回われわれは心拍連動シンチカメラを

用いて，体外的にそれらを求める事に成功したので報告

する．

〔方法〕　シンチカメラとしてはPho／Gamma　HP，140

Kev高分解平行穴コリメーターを用い，情報はすべて

Data　Store　Play　Back装置｝こ収録した．左心容積は，

Phot／Scope皿にてX線フィルム上にcc等大像”として

撮影し，Greenらの式にて求めた．　count数は7×104

とした．心拍連動装置はInterval　TimeとExposure

Timeを有し，心電図ftのR波をトリガーとし，　EDV

はR波直上，ESVはInterva］Timeを心音図の1音

の0．02秒前までとし，各々0．05秒露出した．99mTcO云

（10～20　mCi），　99mTc－albumin（5～10　mCi）を用い，

検出器は第1斜位に置いた．

〔成果〕（1）Area　of　Interest（AOI）にて，左室拡張期

末と収縮期末の左室腔のみのcount数は，前子が平均

18，900，後者が11，900であった．（2）60，100，200mlの

類楕円体の容器によるPhantomのX線Film黒化度は，

容量に関係なく5，10，15，20×103countのcount数と

は同一の直線関係にあった．（3）7例の軽症心疾患患者

のEDVは113．6±21．2ml／M2，　ESVは59±16．2ml／M2，

EFは45．　6±11．5％であった．　（4）AOIを右心に設

置し，右室稀釈曲線から計算されるSVは17例の患者

にて52．2±18．3ml／M2であり，木法によるそれは49．4

±19．Oml／M2であった．

〔結論〕　シンチカメラを用いて情報処理に工夫をこらす

事により体外的にEDV，　ESV，　EF，　SVを知る弔がで

16．点線源トランスミッション拡大シンチフォ

　　トの撮影法およびX線像とシンチレーショ

　　ンイメージとの重ね合せによる定位法
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〔日的〕

　シンチグラムと臓器組織の位置との関係を明らかにす

ることは診断ならびに治療上必要なことが多い．このた

めにはトランスミッション法が行なわれたり，マーカー

が用いられた．しかしトランスミッションシンチフォト

をとるためには動く線状線源か面線源を必要とした．本

研究はこれらの大きな線源の代りに点線源を用いること

を可能にするために行なわれた．更に，臓器や体の位置

とシンチレーションイメージとの関連をつけるために通

常の光学写真やX線写真が用いられ，重ね合わせの努力

もなされたが，これらの写真は多少とも拡大されている

のでシンチレーションイメージと全画面で合致させるこ

とは困難であった．本研充では，この弔ね合わせも可能

にするために行なわれた．このような努力はシンチレー

ションイメージの定位による診断治療への貢献を〔的と

する．

〔材料ならびに方法〕

　各種ファントムや人体を用いた．点線源としては

24iAmや133Xeを用いた．コリメーターは特製の拡ノ）象

を得ることのできるコンバージングコリメーターを川い

た．

　トランスミッション像を得るためには点線源をコリメ

ー ターの焦点に置き露出した．シンチフォトと頂ね合わ

せるためのX線像は，レ線管球を焦点に置きシンチレー

ターとコリメーターの焦点との距離と同じになるように

焦点とフィルムとの距離をとって対象の写真をとった．

〔結果ならびに考按〕

　シンチレーション・イメージとX線との百ね合わせが

はじめて完全に行なえるようになって，アイソトープ分

布と臓器糸1［織との関係が明示できた．従来のガンマ線に

よるマーキングよりはるかに多くの情報がえられるよう

になった．本法は簡単かつ経済的である．
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